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１ 基本構想とは 

〇 基本構想とは、将来の区の望ましいまちの姿を示すものであり、区政

の長期的指針として基本理念や将来像などを掲げたものです。 

〇 区はもとより、区に住み・働き・訪れるすべての人々や、地域の様々な

団体、関係機関など区内のあらゆる主体がともに将来を展望し、共有

するものです。 

 

 

 

 

２ 基本理念 

〇 基本理念とは、基本構想の根底を貫く考え方であり、基本構想の実現

に取り組むすべての人々が常に念頭に置くべきものです。 

〇 前基本構想（平成２７年１０月策定）で掲げた「あたたかい気持ちで支

えあう」「元気なまちをみんなでつくる」「みどり豊かな環境を未来へつ

なぐ」の３つの基本理念の考え方を継承しつつ、社会経済環境の変化

などを踏まえ、「ひと・まち・みらい」の視点から次頁の３つを基本理念

とします。 
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～「ひと（個人）」の視点～ 

あたたかいこころで ともに歩む  

〇 一人ひとりが持つ、様々な価値観や個性など多様性を認め合い、互いに

支え合うこころを大切にして、年齢や国籍などに関わらず、誰もが自分

らしくかがやき、安心して暮らすことができる地域共生社会をつくりあげ

ていくことが大切です。 

〇 子どもから高齢者まで、すべての人がつながりを大切にし、ともに成長し、

歩んでいくあたたかいまちをみんなでつくります。 

～「まち（地域）」の視点～ 

笑顔あふれるまちを みんなでつくる 

〇 地域に暮らすすべての人や様々な団体、関係機関など、まちに関わるあ

らゆる主体が対等な立場で連携・協働しながら、地域の課題を自ら積極

的に解決していくことが大切です。 

〇 世代を超えた交流と学びを通じて、誰もがいきいきと暮らせるコミュニ

ティをはぐくみ、一人ひとりが幸せを感じ、笑顔があふれる魅力的なまち

をみんなでつくります。 

～「みらい（環境）」の視点～ 

ゆたかな環境を 未来へつなぐ 

〇 豊かな自然環境や快適な都市環境は、こころにやすらぎを与え、健康で

豊かな暮らしの源となります。そのため、自然環境、生活環境、都市環境

などの住みよい環境が大切であるとともに、資源を有効に活用する循環

型社会を実現しつつ、地球環境を守り育てていくことが大切です。 

〇 未来を担う子どもたちが笑顔で暮らせるよう、快適で安心・安全に成長

できる環境と、はぐくんできた文化を次世代に引き継ぎ、持続可能でに

ぎわいのあふれるまちをみんなでつくります。 
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３ 将来像 

基本構想では、令和８年度から概ね１０年後を想定して、板橋区全体の将

来像（「めざす姿」）を定めます。 

 

 

 

【策定の視点】 

今までの将来像を継承しつつ、未来を見据えた新たな視点を加え、はぐ

くんできた土台をもとに、区と区民、関係機関などとともに協力して、予

測困難な時代の中で、新しいページを「開く」ように未来の可能性を広

げ、自ら主体的に「切り拓いていく」様子を表現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来をひらく 緑と文化のかがやくまち “板橋”  

将来像   

〇板橋の未来への展望と可能性を象徴しており、ともに未来を創り、紡いで

いく様子を表現しています。 

一人ひとりが創造的な発想をはぐくみ、行動し、互いにつながりながら、

豊かな自然や文化に囲まれ、子どもたちが笑顔でいられる未来を築き上

げていき、包括的なまちづくりが実現される様子を表現しています。 

○「未来」には、板橋の宝である子どもたちの成長や、豊かな暮らし・環境の

実現、そして、持続可能な発展の意味も込められています。 

また、「ひらく」は、一人ひとりが主役になって新しいページを「開く」よう

に自らの可能性を広げ、予測困難な時代を「切り拓いていく」様子を表現

しています。 

「未来をひらく」とは… 
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「緑と文化のまち」とは… 

〇これまでの基本構想の将来像を継承し、板橋の豊かな自然と芸術・歴史など

の文化を守りながら、それらが融合した新たな魅力を創出し、人々が自然と

文化に触れながら、相互につながり支え合い、こころ豊かに暮らしていけるま

ちの姿を表現しています。 

〇「緑のまち」は、武蔵野の面影を残す赤塚の森や、広大な河川敷を有する荒

川、美しい桜並木に彩られる石神井川、住宅と工場が共存する地域に水辺の

潤いをもたらす新河岸川など、水や緑に恵まれた豊かな自然と平和でやすら

ぎのある幸せにあふれた生活環境を表現しています。 

○「文化のまち」は、板橋に根付いた文化・芸術・スポーツなどに親しみ、新たな

地域文化の創出に積極的に取り組む区民のこころの豊かさを表現していま

す。 

「かがやくまち」とは… 

〇活気に満ちた板橋の未来の姿を表現しています。子どもたちが健やかに育

ち、若者から高齢者まですべての世代が自分らしく活躍し、幸せを感じられる

まちの姿を表すとともに、スポーツ・文化活動が活発で、多様性が尊重され、

誰もが板橋での暮らしに愛着と誇りを持てる姿を表現しています。  

〇地域のつながりが活性化され、「自分たちのまちは自分たちでつくる」という

強い絆が形成されているまちの姿を表しています。また、「光学の板橋」をイ

メージし、産業が元気に成長する一方で、豊かな暮らしの中で笑顔があふれ、

地域コミュニティが活性化される中で、明るい未来と絆の強さが輝くまちの

姿を表現しています。 
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【将来像が実現されたまちの姿】 

将来像が実現されたまちの姿を以下のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 誰もが日々の暮らしで幸せを感じ、全世代が支え合う共生社会が形成さ

れています。 

〇 豊かな自然や歴史、文化が守られつつ新たな魅力も創出され、安全で快適

な都市基盤のもと、持続可能な発展と地域の活力が両立しており、すべて

の人々がウェルビーイング※を実感できるまちづくりが進んでいます。 

誰もが幸せを実感している 

〇 人と人、人と地域のつながりを大切にするあたたかな社会が形成され、板

橋での暮らしや地域に対する愛着と誇りが深まっています。 

〇 多様な人々が活発に交流し、地域の課題解決に住民が主体的に参加でき

る仕組みが整っています。この強い絆を基盤に、「住みたい」「住み続けた

い」と思える持続可能なまちが実現しています。 

つながりと愛着がはぐくまれている 

※単に身体が健康というだけではなく、身体面に加え、精神面や社会面も含めて満たされ、個人や社会が良好な状

態のことを言います。 
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４ 将来像につながる「９つのめざす姿」 

〇 将来像を９つの視点から具体化し、各視点の概ね１０年後の「めざす

姿」を掲げています。 

〇 「９つのめざす姿」はそれぞれ独立するのではなく、各視点を超えて密

接に関連しており、将来像が実現されたまちの姿は、すべてのめざす

姿に共通して表現されています。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

板橋の宝であり、未来を担う子どもたちが笑顔で暮らせるためには、
子どもや若者、子育て世代一人ひとりが板橋での暮らしに愛着と誇り
を感じ、住みたい・住み続けたいと思うまちづくりを進めることが大切
です。子ども・若者・子育て世代が住みたくなるまちをめざします。 

未来を担う子どもや若者たちが、板橋の歴史や文化・自然などに触れ、遊び、学び、

意見を表明し、多様性を尊重しながら、自分らしく健やかに成長し、笑顔があふれて

います。 

若者や子育て世代にとって、ライフスタイルに応じた交流や様々な活動がしやすい

まち、また、子どもを産み、育てたい、親子で成長できる魅力的なまちとして、板橋での

暮らしに愛着や誇りを感じています。 

「誰一人取り残さない」理念のもと、いつでも子ども・若者・子育てに関する相談が

でき、板橋区子ども家庭総合支援センターを中心として切れ目のない子育て支援の

充実が図られ、地域や民生・児童委員、団体・事業者・企業などの連携・ネットワークに

よって、安心して子育てできる環境が整っています。 

子ども・若者・子育て世代が住みたくなるまち（子ども・若者） 
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誰もが安心して住み慣れた板橋で暮らし続けていくためには、どの
ような時でも、一人ひとりがあたたかいこころでともに支え合えるまち
づくりを進めることが大切です。安心して住み慣れた地域で暮らせるま
ちをめざします。 

子どもから高齢者まで、一人ひとりが互いに支え合うあたたかいこころを持ち、自

分らしく暮らすことができるまちづくりが進んでいます。 

人と人、人と地域がつながり、多様性を尊重し、助け合いながら安心してこころ豊か

に暮らせるよう、地域共生社会の実現に向けた包括的な支援体制が構築されていま

す。 

まち全体へ「誰一人取り残さない」理念が浸透し、誰もが「生きづらさ」を感じること

なく、いつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちが実現していま

す。 

子どもから大人まで、あたたかなこころをはぐくむためには、生涯を
通じて学び続け、成長を実感することで幸せを感じられるまちづくりを
進めることが大切です。学びを通じて成長と幸せを実感できるまちを
めざします。 

子どもが、一人ひとりの違いを認め、様々な価値観を持つ人と協働しながら、自ら

のよさや可能性を伸ばしています。また、それぞれの望む未来に向けた学びを選択

し、豊かな経験を積み重ねながら成長し、幸せを実感しています。 

すべての子どもの学びを保障するために、子どもを支える様々な主体が連携・協働

し、子どもが安心・安全に学び、成長できる環境を創り出しています。また、様々な体

験機会を提供し、子どもの豊かなこころをはぐくむことで、子どもの未来の選択肢を増

やし、可能性をひろげています。 

多様な学びを通じて、子どもも大人も生涯を通じて教え、学び合うことで、人と人、

人とまちがつながり、人と社会の幸せが実現しています。 

学びを通じて成長と幸せを実感できるまち（教育） 

安心して住み慣れた地域で暮らせるまち（福祉・介護） 



8 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

誰もが笑顔あふれるまちをみんなでつくるためには、スポーツや文
化を身近に感じることができ、次世代に板橋の文化を継承できるまち
づくりを進めることが大切です。スポーツ・文化に親しみ魅力へつなげ
るまちをめざします。 

誰もが自分らしく、スポーツや文化活動などに励むとともに、板橋を拠点として活動

するアスリートやアーティストなどが活躍し、魅力を発信することで、板橋での暮らしに

対する愛着と誇りにつながっています。 

地域に根差したスポーツ施設、美術館、文化会館など、誰もが自分らしく活動でき

る魅力的な拠点がまちのにぎわいを創出しています。また、中山道や川越街道の宿場

町として発展した歴史や、徳丸や赤塚の田遊びなどの伝統を若い世代へつなぎ、まち

全体に郷土愛がはぐくまれています。 

スポーツ施設や美術館などを利用しやすい環境が整備され、誰もがいつでも・どこ

でもスポーツと文化に親しめるまちが実現しています。また、文化交流や日々の生活

を通して、言葉や文化の違いを互いに認め合い、尊重しながら生活できる環境が構

築されています。 

人生 100 年時代を迎える中、誰もが生涯を通じて生きがいを感じ、
幸せを実感するためには、一人ひとりが健康を持続できるまちづくり
を進めることが大切です。すべての人が健康で自分らしく輝けるまち
をめざします。 

住み慣れた地域で誰もがスポーツや文化、ボランティアなど社会参加活動を通じ

て、心身ともに健やかであり続け、生きがいを実感しています。 

医療機関、介護事業者、研究機関、民生・児童委員、地域で活動している様々な団

体などの豊富な地域資源がまちを支え合い、一人ひとりの健康や生きがいづくりをと

もに支えています。 

子どもから高齢者まで、健康状態に関わらず、誰もが自分にあった健康づくりに取

り組める仕組みが整っています。また、コロナ禍の経験を踏まえ、今後起こりうる新た

な感染症などによる健康危機への対策が講じられ、安心・安全に健康を維持できる体

制が確保されています。 

すべての人が健康で自分らしく輝けるまち（健康） 

スポーツ・文化に親しみ魅力へつなげるまち（スポーツ・文化） 
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板橋の特徴的な工業・商業・農業が持続的に発展し、区民の生活が豊
かになるためには、業歴や業種などの垣根を越え、それぞれの強みを
活かしてつながることで生まれる、これまでにない革新的な価値の創
造、ひいては魅力あふれる板橋産業ブランドの確立に向けたまちづく
りを進めることが大切です。板橋らしい産業の魅力を創造・発信するに
ぎわいあふれるまちをめざします。 

生成ＡＩなどを活用した技術革新が進み、新たな産業基盤が確立し、板橋の魅力創

出につながっています。また、物理学の聖地である旧理化学研究所を含む国史跡の

陸軍板橋火薬製造所跡を拠点とし、小中学校と連携した歴史や自然科学などの「学

び」の相乗効果が創出され、地域におけるにぎわいや魅力が高まっています。 

戦後の成長を支えてきた光学・精密機器産業や都内有数の印刷製本産業をはじ

め、多様な産業がつながり、新たな産業が生まれることで持続的に発展しています。ま

た、区内外に「板橋産業ブランド」が根付き、魅力的なイベントや商店街が地域に愛さ

れ、まちに活気とにぎわいがあふれています。 

「光学の板橋」や「絵本のまち」など区内産業の魅力や文化が区内外へ浸透し、「板

橋らしさ」あふれる魅力的なブランド価値が生み出されています。また、板橋独自のみ

どりや文化などの地域資源を活かした観光振興や農業振興が、板橋での暮らしに対

する愛着と誇りをはぐくみ、楽しくこころ豊かに暮らせるまちが実現しています。 

板橋らしい産業の魅力を創造・発信するにぎわいあふれるまち（産業） 

板橋が誇る豊かな自然環境を未来へつなぐためには、一人ひとりが
あたたかいこころでみどりと共存できる人と地球にやさしいまちづく
りを進めることが大切です。みどり豊かで人と地球にやさしいまちをめ
ざします。 

人と環境・地域が共生する「エコポリス板橋」の理念を踏まえ、人と人がふれあい、

つながる、みどり豊かなまちづくりが進められています。それにより、一人ひとりの板橋

での暮らしに対する愛着と誇りが高まっています。 

武蔵野台地の崖線や広大な荒川河川敷など、板橋ならではの緑地や水辺をまち全

体で保全し、その魅力をはぐくんでいます。また、生物多様性が尊重され、自然と共

生・調和する豊かなまちづくりが進められています。 

一人ひとりがゼロカーボンや、みどりを活かしたまちに向けて行動し、多様な主体が

連携・協働することで、安心・安全な人と地球にやさしい社会が実現しています。 

みどり豊かで人と地球にやさしいまち（環境） 
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災害、犯罪、事故などあらゆる危機から生命と財産を守り、誰もが安
心・安全を実感するためには、みんなが「板橋を守る」意識を持ち、人と
人、また人と地域のつながりを高められる強靭なまちづくりを進めるこ
とが大切です。地域で支え合い安心・安全に暮らせるまちをめざしま
す。 

気候変動による風水害の激甚化や、大規模な地震などの自然災害に備え、一人ひ

とりの防災意識の高まりが行動変容へつながり、被災後も安心して暮らし続けること

ができる環境が整っています。 

地域で暮らす人たちがつながり、互いに支え合う「誰一人取り残さない」体制づくり

が進められています。また、多様化する犯罪に対応するため、地域ぐるみで「板橋を守

る」意識が高まっています。 

人とまちのつながりを通じて共に支え合い、どんな時も助け合いながら行動できる

質の高い安心・安全なまちづくりが進められています。また、災害時の被害を最小限

に留めるため、建物や都市基盤の防災・減災機能の向上による強靭なまちが実現して

います。さらに、車や自転車、公共交通機関など様々な移動手段が共存する中、人優

先の交通環境が整備されるとともに、一人ひとりの交通への安全意識が高まり、交通

事故のない安心・安全なまちが実現しています。 

持続可能なまちを未来へつなぐためには、一人ひとりが板橋に愛着
を感じ、次世代に誇れるまちづくりを進めることが大切です。身近な暮
らしの中でこころの豊かさを感じる魅力にあふれるまちをめざします。 

板橋に住み、働き、訪れる人が身近な暮らしの中で人とのつながりを得られ、様々

な交流や活動がまちの文化や魅力をさらに高め、幸福を感じられるまちが実現してい

ます。 

地域ごとの個性が際立ち、みどり豊かでうるおいのある空間が形成されているとと

もに、都市の活動を支える道路・交通環境が整備され、誰もが移動しやすく出かけた

くなる環境が実現し、にぎわいの形成や地域経済の活性化にも結びつくまちづくりが

進められています。 

板橋が誇る自然豊かな環境と板橋ならではのみどりや水辺空間、文化と歴史を彩

る豊かな街並みによって、人とみどりがつながり、こころ豊かに暮らし、誰もが自分らし

く住み続けられるまちが実現しています。 

地域で支え合い安心・安全に暮らせるまち（防災・危機管理） 

身近な暮らしの中でこころの豊かさを感じる魅力にあふれるまち（都市づくり） 
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５ 基本構想を実現するための方針 

基本構想を着実に実現するための区が進めるべき方針を以下のとおり掲げます。 

  ① 基本計画の策定と組織横断的な体制による計画の推進 

〇 基本構想で掲げる将来像を実現するためには、政策体系を整理した基本計画を策

定し、令和８（2026）年から１０年間で取り組む施策の方向性を示すとともに、基本

計画を推進する実施計画など短期的なアクションプログラムを策定して、着実かつ

柔軟に推進していくことが重要です。 

〇 また、計画の進捗状況について評価・分析を行うとともに、社会情勢の変化などに

応じて適時見直しを行うことで、不確実性の高い時代においても、基本構想の実

現に向けた取組を着実に進めていく必要があります。 

〇 さらに、日々変化する区民ニーズに柔軟に対応するためには、分野を超えた組織

横断的なアプローチが不可欠です。組織の枠にとらわれず、各部署の専門性を活

かした連携体制により、多角的な視点から課題の解決に取り組む必要があります。 

 

  ② 持続可能な区政経営と地域との共創 

〇 社会経済環境が急速に変化する中、基本構想で掲げる将来像の実現に向けて、持

続可能な区政経営の実現が必要です。そのためには、人材や財源などの経営資源

の最適化や、AI・ビッグデータなどデジタル技術を活用した業務改革を推進してい

く必要があります。 

〇 また、区民、地域、事業者、関係機関などの多様な主体との連携を強化し、複雑・多

様化する地域課題に迅速に対応していきます。さらに、各主体の強みを活かし、新

たな価値や魅力をともに創り上げていく「共創」の取組も進めていく必要がありま

す。 

 

  ③ 愛着と誇りをはぐくむための魅力の創造と発信 

〇 住む場所、働く場所、訪れる場所として選ばれるまちにするためには、独自の魅力

を創造し、効果的に発信することが重要です。そのため、「板橋らしさ」を引き続き

追求し、魅力を継続的に向上させていく必要があります。 

〇 また、板橋での暮らしに「愛着」と「誇り」を感じられるように、魅力を再発見・再評価

する機会を創出し、区民に対しても魅力をより一層、発信していく必要があります。 

〇 さらに、多様な手段を用いた情報の発信を行い、魅力をより広範囲に、効果的に伝

えることが重要です。 
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【基本構想のイメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


